
地
中
か
ら
大
量
の
産
業
廃
棄
物　

工
事
を
中
断
し
、
検
証
へ

市
が
南
区
の
麻
溝
台
・
新
磯
野
地
区
で
進

め
て
い
た
区
画
整
理
事
業
で
、
地
中
か
ら
コ

ン
ク
リ
ー
ト
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
建
築
廃
材

な
ど
の
大
量
の
産
業
廃
棄
物
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。
本
村
市
長
は
、
の
も
と
の
代
表
質
問

に
対
し
、
産
廃
の
処
分
費
は
、
約
60
億
円
か

ら
1
0
0
億
円
程
度
と
想
定
さ
れ
、
事
業
の

進
め
方
に
も
課
題
が
あ
る
た
め
、
事
業
を
中

断
し
、
検
証
を
行
う
と
表
明
し
ま
し
た
。

急
遽
開
か
れ
た
議
員
全
員
協
議
会
（
6
月

20
日
）
に
は
、
事
業
の
実

施
を
決
め
た
当
時
の
市

長
、
副
市
長
、
都
市
建
設

局
長
（
現
教
育
長
）、
部

長
の
姿
は
な
く
、
検
証
は

新
体
制
で
進
め
ら
れ
ま

す
。
当
時
も
、
地
下
に
産

廃
が
あ
る
こ
と
や
処
分

費
を
負
担
し
き
れ
な
い

地
権
者
が
出
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
対
応
策
は
検
討
さ
れ
な
い
ま
ま
、
事

業
は
進
め
ら
れ
た
の
で
す
。
本
村
市
長
に
原

因
の
究
明
と
信
頼
の
回
復
に
努
め
る
よ
う
要

請
し
ま
し
た
。

私
た
ち
颯さ

っ

爽そ
う

の
会
は
、
産
廃
や
土
壌
汚
染

な
ど
リ
ス
ク
が
多
い
こ
と
、
資
金
計
画
が
杜

撰
な
こ
と
、
民
間
事
業
者
包
括
委
託
方
式

（
被
災
地
の
復
興
事
業
を
契
機
に
作
ら
れ
、
市

の
業
務
を
ま
と
め
て
委
託
す
る
方
式
）
の
効

果
に
疑
問
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
反
対
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
民
党
、
公
明
党
、

民
主
・
市
民
の
賛
成
で
議
案
は
可
決
さ
れ
、

こ
の
よ
う
な
事
態
に
至
っ
て
い
ま
す
。
改
め

て
議
決
の
重
み
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
7
月

1
日
に
検
証
組
織
が
設
置
さ
れ
、
11
月
に
検

証
の
経
過
が
報
告
さ
れ
る
予
定
で
す
。
産
廃

の
処
分
に
市
民
の
税
金
を
投
入
す
る
の
か
、

事
業
を
ど
こ
ま
で
継
続
す
る
の
か
、
重
要
な

決
断
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

麻溝台・新磯野地区の工事現場
この場所は、相模原愛川インターから約3キロ地点。
施行面積は約38.1haの土地区画整理事業。権利者
は400人。総事業費約127億円。市は清水建設に7年
間の調査、設計、工事等を委託している。契約金額
は75億6000万円。2017年度工事着手。

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
に 

の
も
と
よ
し
み
通
信

第38回　のもとよしみの議会報告会

新市長誕生で変わったこと、期待すること

選挙後の、市役所や議会の変化
をご報告します。また、これか
らの市政に期待することや地域
の課題、子育てや介護、福祉な
ど、気になるテーマについてご
意見をお聞かせください。お待
ちしています。

9月議会の日程

 8月26日（月） 本会議（提案説明）

 9月3日（火）、4日（水） 本会議（代表質問）  

 決算特別委員会 

  6日（金）～12日（木） 各常任委員会

  25日（水）～27日（金） 一般質問（登壇します）  

30日（月） 本会議、決算特別委員会

10月2日（水） 本会議

相模湖公民館  研修室
10時～12時
　
城山公民館  学習研修室
14時～16時　
※ご都合のよい会場にお越しください。

日にち／8月10日（土）

参加費
無料

2019年7月
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情
報
の
公
開
と
大
規
模
事
業
の

取
捨
選
択
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
は
、
情
報
公
開
を
求
め
て
も
、
黒

塗
り
の
資
料
が
提
出
さ
れ
る
な
ど
、
開
か
れ

た
市
政
と
は
言
え
な
い
状
況
で
し
た
。
本
村

市
長
に
基
本
的
な
考
え
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
市
民
と
の
情
報
共
有
は
大
変
重
要
と
考
え

て
お
り
、
情
報
の
公
開
や
効
果
的
な
発
信
を

行
う
と
と
も
に
、
市
民
と
の
対
話
を
大
切
に

し
、
い
っ
そ
う
開
か
れ
た
市
政
の
実
現
に
誠

心
誠
意
取
り
組
む
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
委
託
調
査
の
結
果
は
、
原
則
公

表
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
慎
重
な
対
応

が
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査

内
容
等
を
ふ
ま
え
な
が
ら
判
断
し
て
い
く
そ

う
で
す
。

財
政
状
況
に
照
ら
し
て
、
明
ら
か
に
過
剰

と
思
わ
れ
る
大
規
模
事
業
に
つ
い
て
は
、「
今

年
度
策
定
す
る
次

期
総
合
計
画
の
財

政
見
通
し
の
中
で
、

次
世
代
へ
の
影
響

や
事
業
効
果
等
を

総
合
的
に
勘
案
し
、

優
先
順
位
を
判
断

し
て
真
に
必
要
な
事
業
を
確
実
に
実
施
し
て

い
く
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

相
模
原
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
と

京
王
線
橋
本
駅
の
移
設
に
つ
い
て
は

国
際
会
議
場
や
美
術
館

の
建
設
、
市
役
所
等
の

移
転
を
検
討
し
て

き
た
相
模
原
駅
周

辺
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、「
ま

ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ

ト
等
を
含
め
、
再
度
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
改
め
て
検
討
し
、
市
民

の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
方
針
を
決
定
し
て
い

く
」
そ
う
で
す
。

京
王
線
橋
本
駅
の
移
設
は
、
駅
前
広
場
な

ど
の
配
置
や
ま
ち
の
回
遊
性
、
市
の
財
政
な

ど
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
総
合
的
な

判
断
と
市
民
へ
の
説
明
を
求
め
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
見
直
し
と

区
役
所
の
強
化
を

副
市
長
人
事
に
関
す
る
の
も
と
の
質
問
に

市
長
は
、「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
に
は
自
ら

出
席
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

懇
談
会
は
、
原
稿
を
読
み
上
げ
る
だ
け
の
形

式
的
な
も
の
が
多
い
と
指
摘
し
た
と
こ
ろ
、

今
後
地
区
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
も
の
な

ど
を
テ
ー
マ
に
、
対
話
に
よ
り
考
え
る
懇
談

会
と
し
て
実
施
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
特
色
や
実
情
に
合
わ
せ
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
都
市
内
分

権
を
進
め
る
よ
う
求
め
た
と
こ
ろ
、「
市
民
に

身
近
な
場
所
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や

地
域
課
題
の
迅
速
か
つ
効
果
的
な
解
決
が
図

ら
れ
る
よ
う
、

区
役
所
機
能
の

強
化
を
図
り
、

区
民
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
を
よ

り
一
層
進
め

る
」
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

よ
り
身
近
な

頼
れ
る
市
役
所
に
す
る
た
め
に

群
馬
県
渋
川
市
で
は
、
出
生
や
お
悔
や
み
、

転
入
な
ど
の
時
に
、
い
ろ
い
ろ
な
手
続
き
を

1
か
所
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
「
総
合

型
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
」
を

設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
市
民
目
線
で

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
検
討
を
求
め

ま
し
た
。「
大
変
利
便
性
が
高
い
も
の
で
は
あ

る
が
、
人
員
配
置
や
効
率
的
な
仕
組
み
づ
く

り
な
ど
の
課
題
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
様
々
な
角

度
か
ら
検
討
し
て
い
く
」

と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
困
り
ご
と
を

抱
え
た
市
民
や
世
帯
を
縦

割
り
行
政
の
弊
害
や
制
度
の
は
ざ
ま
で
孤
立

さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
芦
屋
市
の
先
進

事
例
を
参
考
に
、
福
祉
相
談
の
丸
ご
と
サ
ポ

ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
検
討
を
求
め
ま
し
た
。
実

効
性
の
あ
る
仕
組
み
が
で
き
る
ま
で
、
粘
り

強
く
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

藤
野
駅
の
市
営
駐
車
場　

民
営
化
へ

藤
野
駅
周
辺
に
あ
る
３
つ
の
市
営
駐

車
場
が
、
12
月
29
日
か
ら（
株
）タ
イ
ム

ズ
24
の
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
に
な
り
ま

す
。
24
時
間
3
6
5
日
の
利
用
が
で
き
、

駐
車
台
数
も
増
え
ま
す
。
た
だ
し
、
駐

車
料
金
は
、
60
分
1
0
0
円
か
ら
30
分

1
0
0
円
に
値
上
が
り
し
ま
す
（
１
日

1
0
0
0
円
が
上
限
）。

定
期
利
用
は
ほ
ぼ
現
状
通

り
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
登
録
や
ポ
イ
ン
ト
還

元
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

も
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

６
月
議
会
報
告

 の
も
と
よ
し
み
の
代
表
質
問



国籍・地域 26年度（人） 30年度（人） 倍率

1 中国 3,414 4,256 1.25
2 フィリピン 1,672 1,995 1.19
3 ベトナム 512 1,895 3.7
4 韓国又は朝鮮 1,729 1,800 1.04
5 インド 196 610 3.1
6 カンボジア 328 412 1.26
7 ブラジル 303 380 1.25
8 ネパール 103 373 3.6
9 米国 291 329 1.13

10 タイ 257 328 1.28

本市の外国人住民人口

名前 党派 得票数

1 大八木 さとし 自民党 6,376

2 関根 まさごろう 民主党 6,128

3 秋本 じん 自民党 6,124

4 くりはら 大 立憲民主党 5,423

5 なんば 秀樹 公明党 5,234

6 小野沢 こういち 自民党 5,184

7 中村 ただとき 公明党 5,183

8 小田 貴久 民主党 5,077

9 のもと よしみ 無所属 4,793

10 田所 健太郎 共産党 4,559

11 佐藤 ひさし 無所属 4,391

12 小林 たかみち 自民党 4,169

13 伊藤 ひろゆき 立憲民主党 3,519

14 こうやま たかし 無所属 2,138

15 井上 こうすけ 日本第一党 867

16 松川 きみひろ 希望の党 635

相模原市議会議員選挙〔緑区〕　2019年4月7日執行

◆投票率
緑区　 50.52％ 47.36％ 53.07％
市全体 48.85％ 46.83％ 50.59％

◆のもとよしみのこれまでの得票数　
2015年  4404票　2011年  4245票

外
国
人
の
窓
口
対
応　

充
実
へ

本
年
4
月
、
改
正
入
管
法
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
背
景
に
は
人
材
不
足
が
あ
り
ま
す
。

介
護
や
建
設
、
外
食
産
業
や
農
業
な
ど
、
14

の
業
種
で
在
留
資
格
を
取
得
し
、
働
く
こ
と

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
企

業
や
社
会
の
受
け
入
れ
体
制
が
整
っ
て
お
ら

ず
、
人
権
侵
害
と
も
言
え
る
問
題
も
表
面
化

し
て
い
る
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

外
国
人
は
「
安
く
て
都
合
の
良
い
労
働
力
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
ア
ジ
ア
諸
国
は
、

急
速
に
経
済
発
展
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

で
は
、
外
国
人
労
働
者
に
「
選
ば
れ
な
い
国
」

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
や
人
権
を
尊
重
し
、
共
生

し
て
い
く
た
め
の
基
本
法
や
具
体
的
な
施
策

が
必
要
で
す
。

国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
、
外
国
人
の
市

民
相
談
を
6
か
国
語
で
対
応
で
き
る
よ
う
拡

充
し
、
携
帯
型
電
子
翻
訳
機
を
各
区
に
置
い

て
窓
口
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、「
さ
が
み

は
ら
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
が
英
語
・
中
国

語
・
韓
国
語
に
翻
訳
さ
れ
ま
す
。
外
国
人
市

民
の
状
況
は
区
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
し
、

こ
こ
数
年
で
急
に
増
え
て
き
た
国
も
あ
り
ま

す
。
さ
が
み
は
ら
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
と
連

携
し
な
が
ら
、
必
要
な
支
援
や
対
応
に
努
め

る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

城
山
地
区
の
公
共
施
設
再
編
へ

有
料
の
公
民
館
条
例
に
は
反
対

城
山
地
区
で
は
、
公
共
施
設
の
再
編
に
つ

い
て
説
明
会
や
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
結
果
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
て
公
民
館
に

し
、
総
合
事
務
所
に
保
健
福
祉
課
、
社
協
、

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
、
保
護
司
会
緑
分
室

が
移
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
歓
迎
の

声
が
あ
る
一
方
で
、
公
民
館
が
バ
ス
停
か
ら

遠
く
な
る
こ
と
、
あ
じ
さ
い
会
館
城
山
分
室

が
公
民
館
に
な
り
、
有
料
に
な
る
こ
と
か
ら

利
用
者
が
減
る
の
を
心
配
す
る
声
も
聞
か
れ

ま
す
。
利
用
状
況
を
注
意
深
く
見
守
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

地
域
に
あ
る
公
共
施
設
は
、
地
域
住
民
に

愛
用
さ
れ
る
の
が
一
番
で
す
。
孤
立
を
防
ぎ
、

健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
強
く
す
る
た
め
に

も
、
誰
に
で
も
開
か
れ
、
気
軽
に
過
ご
せ
て
、

つ
な
が
れ
る
場
の
確
保
は
と
て
も
大
切
で
す
。

話
し
合
い
の
結
果
を
尊
重
し
、
公
共
施
設
の

再
編
に
は
賛
成
し
ま
し
た
が
、
有
料
の
公
民

館
条
例
に
は
反
対
し
ま
し
た
。

2019年度 のもとの仕事

● 颯
さっ

爽
そう

の会　代表
●市民文教委員会（市議13年目にして初！）
●少子高齢化・人口減少社会に関する 
　特別委員会
●公共交通整備促進協議会　理事
●大山丹沢山系鳥獣等問題 
　市町村議員連絡協議会　理事

市
民
文
教
委
員
会

第
19
回
統
一
地
方
選
で
、
4
期
目
に
当
選
し
ま
し
た
。
市
全
体
で
女
性
議
員
は

1
名
増
え
、
46
名
中
10
名
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
是
々
非
々
の
立
場
で
市

政
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
市
民
目
線
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
提
案
し
て
い
き

ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

相
模
原
市
議
会
議
員
選
挙
の
結
果

（2019年）　 （2015年）  （2011年）



申し込み　担当：杉浦　※なるべくメールでお願いします。
　sugi808@infoseek.jp　☎ 080-5494-3439

みなさんとつくる市民の交流のページです。ここからいろいろなつながりが生まれ、誰もがいきいきと暮らせ
るまちになることを願っています。知ってほしい地域活動、ユニークな人物の紹介、耳寄りな情報、イベント案内、

おすすめの本、市政へのご意見やご質問、のもとよしみへの要望や調査依頼など、どしどしお寄せください！

お
す
す
め
の
一
冊

学
校
の「
当
た
り
前
」を
や
め
た
。

工
藤
勇
一 

著

時
事
通
信
社　

1
8
0
0
円 

＋ 

税

筆
者
は
、
現
職
の
千
代
田
区
立
麹
町
中
学

校
校
長
で
す
。「
服
装
頭
髪
指
導
を
行
わ
な

い
」「
宿
題
を
出
さ
な
い
」「
中
間
・
期
末
テ

ス
ト
の
全
廃
」「
固
定
担
任
制
の
廃
止
」
な
ど
、

学
校
の
当
た
り
前
を
見
直
し
た
こ
と
で
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
民
間
人
校
長
と
間
違
え
ら

れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、
長
い
教
員

経
験
の
中
で
子
ど
も
を
目
の
前
に
し
て
悩
み

抜
き
、「
学
校
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
」、
目

的
の
本
質
を
見
極
め
、
適
切
な
手
段
を
考
え

抜
い
て
き
た
か
ら
こ
そ
の
改
革
で
あ
る
こ
と

が
、
本
書
を
読
め
ば
わ
か
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
未
来
を
見
通
す
こ
と
が
難
し
い

時
代
に
、
学
校
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
ひ
と

り
ひ
と
り
の
子
ど
も
に
と
っ
て
、
学
校
を
も

っ
と
意
味
の
あ
る
楽
し
い
場
所
に
す
る
た
め

に
も
、
こ
の
本
を
読
ん
で
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

聞いてきました！地域での助け合いの輪♡

ちょっとした困りごと気軽に相談してみませんか？
地域住民サポーターさんが、

あなたの暮らしを応援してくれます！

ゴミ出し、蛍光灯の交換、お買い物、
家具の移動、草むしり、話し相手、お裁縫、 
犬の散歩、粗大ごみ出し、散歩の付き添い…

※他の地区にも同様の制度があるようです。各地区の社協にお尋ねください。

城山地区　あい♥︎あいセンター

藤野地区　おたがいさまネットふじの

専用電話：☎ 080-3577-3301（毎週水曜日 10時～15時）
サポーター派遣料金：原則1時間以内で500円（1名につき） 
お問い合わせ先：城山地区社会福祉協議会　☎ 042-783-1212

専用電話：☎ 080-2565-5013（毎週火曜日 13時～15時）
サポーター派遣料金： 15分以内100円　30分以内250円　 
 1時間以内500円（1名につき） 
お問い合わせ先：藤野地区社会福祉協議会　☎ 042-687-3361

地域生活にこだわる母親たちが語る
津久井やまゆり園とその基本構想をどんなふうに考える

津久井やまゆり園事件を考え続ける・対話集会Ⅱ

❶ はじめに～二人の映画監督は語る～（各30分）
 伊勢真一監督 「やさしくなあに」
 大河原明子監督 「げんちゃんの記録」

❷ そして母たちは語る～シンポジウム～（90分）
 平野由香美 さん（和己君の母親）
 西村   信 子 さん（奈緒ちゃんの母親）
 福井　  恵 さん（げんちゃんの母親）
 コーディネーター：浅野史郎さん（元宮城県知事、現神奈川大学教授）

❸ 全体討論（30分）

ラン伴は、認知症への理解を深め、誰もが自分らしく生き生きと安心して
暮らせる社会を目指して、タスキをつなぐリレーです。本市では、5月18
日・19日に実施し、約2000人が参加。藤野中学校は「福祉の日」として全
校の生徒が参加しました。来年は、あなたも参加しませんか？

ラン伴
と も

 藤野中にて

● 公式ウェブサイト https://nomotoyoshimi.com/● のもとよしみ事務所  〒252-0171　神奈川県相模原市緑区与瀬1309-1
TEL 042–682–6301　FAX 042-682-6302
E-mail iki-iki-nonohana@nifty.com

のもとよしみ 相模原市議会議員

14時～17時30分（開場13時30分）
ソレイユさがみ　ミーティングルーム１（定員180名）

2019年7月28日（日）

プログラム

主催：津久井やまゆり園事件を考え続ける会

資料代
500円

（5/18）

ベストショットベストショット今号の


